
　北近江の寺院や仏堂に祀られている
多くの観音さま。今もなお地域の人た
ちによって守り継がれています。
　その中から代表的なものをシリーズ
で紹介しています。

北近江の
　観音さま
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交通事故状況（平成25年上半期）

　
千
手
観
音
と
は
、千
本
の
手
と
千
の
眼
を
有
す
る
観
音
菩
薩
で
、そ
の
慈
悲
の

大
き
さ
は
無
限
と
い
い
、「
大
悲
観
音
」と
も
称
さ
れ
ま
す
。
実
際
に
千
本
の
腕
を

持
つ
像
も
あ
り
ま
す
が
、一
本
の
腕
が
25
の
働
き
を
す
る
と
考
え
ら
れ
、多
く
は

本
像
の
よ
う
に
、左
右
に
各
20
本
の
脇
手
を
配
し
て
正
面
の
合
掌
手
２
本
を
加
え

た
、四
十
二
手
の
姿
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　
本
像
は
、ほ
ぼ
等
身（
像
高
１
５
４
㎝
）の
像
で
、表
面
は
素き

木じ

の
ま
ま
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
な
ど
、平
安
期
な
ど
の
古
様
の
像
を
モ
デ
ル
に
し
て
造
像
さ
れ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、二
段
に
大
き
く
折
り
返
さ
れ
た
腰こ
し
裳も

は
膝
頭
付
近
に
ま

で
垂
れ
、全
体
に
複
雑
な
衣え

文も
ん
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
制
作
は
、室
町

時
代
の
頃
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
戦
国
時
代
、湖
北
地
方
は
交
通
の
要
所
で
あ
る
た
め
に
主
戦
場
と
な
り
、度
重

な
る
兵
火
の
た
め
大
き
く
荒
廃
し
ま
し
た
。
賤
ケ
岳
の
合
戦
の
際
に
は
、大
円
寺

観
音
堂
も
こ
と
ご
と
く
焼
失
し
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、不
思
議
な
こ
と
に
こ

の
観
音
像
は
、自
ら
火
難
を
の
が
れ
て
、半
町
余
歩
離
れ
た
石
の
上
に
立
ち
、美
し

く
光
り
輝
い
て
い
た
と
伝
わ
り
、

今
も
、火
災
か
ら
人
々
を
守
る

「
火
除
け
の
観
音
さ
ま
」と
し
て

信
仰
を
集
め
、地
域
住
民
一
体
と

な
っ
て
護
持
し
て
い
ま
す
。

市
指
定
文
化
財

木
造
千
手
観
音
立
像（
大
円
寺
）

・
指
定
日
：
昭
和
54
年
２
月
21
日

・
所
在
地
：
高
月
町
高
月

問
高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

 　
　

 （
☎
８
５–

２
２
７
３
）

シリーズ⑰

◆
子
ど
も
は
自
転
車
、高
齢
者
は
自
動
車
運
転
中
に
事
故
に
あ
っ
て
い
ま
す

◆
万
が
一
、交
通
事
故
に
遭
遇
し
た
ら

《
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に
》

○
自
転
車
に
乗
る
時
は

　
◦
道
路
へ
の
飛
び
出
し
禁
止
！ 

○
自
動
車
に
乗
る
と
き
は

　
◦
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

　
　
（
６
歳
未
満
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
）

○
高
齢
者
が
運
転
す
る
時
は

　
◦
高
齢
者
運
転
標
識
の
掲
示

　
　
（
70
歳
以
上
）

　
◦
視
力
、判
断
力
等
、身
体
能
力
の

　
　
低
下
を
自
覚
す
る

《
現
場
で
の
対
応
》

○
負
傷
者
が
い
る
場
合
は
そ
の
救
護
を
最
優
先

○
警
察
に
連
絡
す
る

　
・事
故
現
場
と
そ
の
状
況
、負
傷
者
の
有
無
等

○�

相
手
が
い
る
場
合
は
そ
の
氏
名
、住
所
、車
両
番
号

等
を
確
認
し
、自
分
の
情
報
も
伝
え
る

※ 
事
故
の
大
小
、人
身・物
損
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず
警

察
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

《
事
後
の
対
応
》

○
専
門
家
に
相
談
す
る

○
当
事
者
で
話
し
合
う

※ 

無
料
の
相
談
窓
口
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

総
務
省
は
、平
成
25
年
10
月
１
日
を
調
査
日
と
し
て
、

全
国
で
住
宅・土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、全
国
の
約
３
５
０
万
世
帯
を
対
象
と

し
、居
住
室
の
数
や
広
さ
、建
築
時
期
、家
賃
、世
帯
構
成

や
通
勤
時
間
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
結
果
か
ら
は
、日
本
の
住
宅
の
数
、住
宅
の
種
類

や
設
備
、居
住
し
て
い
る
世
帯
の
状
況
、土
地
の
保
有
状

況
な
ど
、わ
た
し
た
ち
の
住
生
活
に
関
す
る
様
々
な
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
、国
や
県
の
住
生
活
関
連
諸
施
策
を
立
案
す
る
際
の
基
礎
資
料
と
な
り

ま
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
お
宅
に
は
、９
月
下
旬
に
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
伺
い

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、統
計
資
料

を
作
る
た
め
だ
け
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
、そ
の
他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

　
平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
評
価
替
え
に
向
け
て
、評
価
の
均
衡
化・
適
正
化・
公
平
化
を

図
る
た
め
、道
路
状
況
な
ど
の
確
認
や
幅
員
の
計
測
、写
真
撮
影
と
い
っ
た
現
地
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、調
査
員
は
市
が
発
行
す
る
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、不
審
に
思
わ
れ

た
場
合
は
、提
示
を
求
め
る
か
、税
務
課
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
調
査
期
間
】　
10
月
末
ま
で

【
調
査
区
域
】　
市
内
全
域

　滋賀県立交通事故相談所　
①大津本所　☎０７７−５２８−３４２５
②彦根分室　☎０７４９−２７−２２３０
※ 相談無料。開設日時や受付時間、相談方法

については、各窓口まで問合せください。

９月・10月は「自動車点検整備推進運動」月間です
～安全確保の第一歩は、クルマの点検・整備から～

行
政
information

行
政
information

行
政
information

問
市
民
協
働
推
進
課（
☎
６
５–

８
７
２
２
）

長
浜・木
之
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

～
住
ま
い
か
ら 

描
く
日
本
の 

未
来
地
図
～

住
宅・土
地
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

固
定
資
産
評
価
替
え
に
伴
う
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す

問
総
務
課（
☎
６
５–

６
５
０
３
）

問
税
務
課（
☎
６
５–

６
５
２
３
）

　
10
月
１
日
以
降
、布
団・
た
た
み
等
は
、ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
の
み
の
受
け
入
れ
と
な

り
、ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
へ
の
持
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
品
目
】  

可
燃
性
粗
大
ゴ
ミ
の
う
ち

◦
布
団

◦
た
た
み

◦
上
敷
き

◦
カ
ー
ペ
ッ
ト

◦
マ
ッ
ト
レ
ス（
ス
プ
リ
ン
グ
な
し
）な
ど

　
※ 

１
世
帯
当
た
り
１
日
に
10
枚
ま
で

【
そ
の
他
】

○ 

品
目
に
よ
っ
て
は
持
込
み
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、右
記
ま
で
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

○ 

解
体
業
者
な
ど
に
依
頼
し
て
家
屋
を
解
体
し
た
際
に
発
生
し
た
も
の
は
、産
業
廃
棄
物
と

な
り
ま
す
。
処
理
は
解
体
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
解
体
業
者
に
よ
る
持
込
み

は
一
切
で
き
ま
せ
ん
。

【
と　
き
】  

９
月
26
日（
木
）14
時
～
15
時

【
と
こ
ろ
】 

市
立
長
浜
病
院
本
館
２
階　
講
堂

【
テ
ー
マ
】 「
嘆
き
」「
悲
し
み
」心
の
な
み
だ
へ
の
ケ
ア

【
講　
師
】 

市
立
長
浜
病
院
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師

　
　
　

 

宮
﨑
恵
子

　
※
参
加
費
無
料
、申
込
不
要
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

行
政
information

行
政
information

問
湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー（
☎
６
２–

７
１
４
１
）

問
市
立
長
浜
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
６
８–

２
３
５
４
）

10
月
１
日
か
ら
布
団・た
た
み
は

ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
へ

市
立
長
浜
病
院
公
開
講
座

〈
変
更
前
〉

　
ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ（
八
幡
中
山
町
）

　
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト（
大
依
町
）

〈
変
更
後
〉

　
ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ（
八
幡
中
山
町
）の
み

➡
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